
事

A
E
回
昌
平
百
周
一
一
ナ

-nz=一
再
圃
偶
咽
認
可
《
畢
月
一
同
一
日
発
話
』

(禁

曙

載

品

調

鑑

車

家

屋

税

の

累

進

・

・

・

・

・

・

・

法

皐

博

士

神

戸

長
期
波
動
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
丈
島
+
博
士
高
田

昭

陣

町

掛

醐

和
田
山
恰
の
改
革
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法

3
2
神

戸

大

=

冊

剛

咽

九

年
=
米
穀
uuv刊…

rid
朝
鮮
と
内
地
L
」
の
関
係
・
-
経
済
宰
士
入
木
芳
之
助

九
一
般
的
均
衡
鵠
系
と
交
換
方
程
式
・
・
・
経
済
鬼
平
士
柴
田
敬

司

信

用

捷

張

主

銀

行

涜

動

性

・

・

・

・

・

経

済

墜

士

中

谷

貰

づ

農

家

に

な

け

る

米

の

販

責

・

・

・

・

・

経

古

学

士

谷

口

吉

彦

.

説

苑
返

江

商

人

三

地

方

金

融

・

・

・

-

経

済

皐

士

菅

野

和

太

郎

ハ

l
ス
ン
ス
の
「
景
気
環
測
-
・
・
・
・
経
由
河
皐
士
桑
原
晋

最

迂

の

濁

逸

財

政

・

・

・

・

-

同

伸

一

宮

軍

士

大

谷

政

敬

植

民

地

銭

道

政

策

の

意

義

に

つ

い

て

経

済

皐

士

金

持

一

郎

附

録

新
着
外
関
経
漕
雑
誌
主
要
論
題

干す官9f'日

保正

馬主住

正

雄



一
般
的
均
衡
樫
系
三
交
換
方
程
式

柴

田

敬

一
、
序

l
l
一
一
、
一
般
的
均
衡
檀
系
と
交
換
方
程
式
と
の
閥
係
に
闘
す
る
フ
ヰ
ツ
ジ
ャ
l
教
授
説
の
批
列
|
|
三
、
一
般
的
均
衡

警
と
交
換
方
芸
|
山
一
般
的
均
衡
櫨
系
と
廿

1
l向
一
般
的
均
衡
健
系
品
・
門
|
四
、
交
換
方
程
式
の
霊
理
由

、

品

、

出

園
、
』
予

瞳

F

本
誌
第
三
十
二
港
第
六
競
に
於
て
、
貨
幣
債
値
論
に
関
す
る
卑
見
を
述
べ
る
に
際
し
、
在
は
、
貨
幣
債
値
論
上

常
に
問
題
に
さ
れ
る
所
の
所
謂
交
換
方
程
式
(
英
の
代
表
的
な
る
表
現
は

5
f
4
3
を
、
別
に
取
立
て
て
問
題
に
し
な
か
削

っ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
交
換
方
程
式
は
、
在
が
そ
こ
で
論
謹
に
援
用
し
た
所
の
、
而
し
て
、
交
換
枇
曾
の
機
閥

横
上
、
生
産
寅
賀
さ
れ
る
諸
商
品
の
種
類
載
量
償
格
等
が
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ

b

そ
れ
の
頁
買
に
必
要
と
さ
れ
耕ム』

る
貨
幣
の
量
一
か
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
、
と
言
ふ
事
に
闘
す
る
基
本
理
論
で
あ
る
所
の
、
一
般
的
均
衡
論
瞳
蹴

系

、

と

如

何

な

る

開

係

に

あ

る

の

で

あ

ら

う

か

。

醐

此
の
問
題
は
、
一
般
的
均
衡
論
上
極
め
て
明
白
な
事
で
あ
っ
て
別
に
取
り
立
て
て
論
中
る
ま
で
も
無
い
事
の
様
相

に
も
思
は
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
そ
れ
を
看
過
せ
る
色
々
な
主
張
や
論
争
が
見
受
け
ら
る
る
の
み
な
ら
宇
拙

勝
れ
た
る
一
般
的
均
衡
論
家
に
し
て
そ
れ
と
相
反
す
る
設
を
な
す
人
も
あ
る
事
を
思
ふ
時
、
そ
れ
に
闘
す
る
卑
見

z

一
般
的
均
衡
鰹
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
三
巻

九

第

披

七
七



一
般
的
均
衡
髄
系
k
交
換
方
程
式

第
=
一
披

第
三
十
三
巻

九
四

七
l¥ 

を
述
べ
て
曇
の
拙
稿
の
補
遺
た
ら
し
め
、
以
て
高
致
を
願
ふ
所
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

ー一、
一
般
的
均
衡
檀
茶
と
交
換
方
程
式
と
の
関
係
に
関
す
る
フ
井
w
v
y
畑、
i

教
捜
読
の
批
判

プ
キ
ッ
ジ
ャ

1
敢
授
は
、
「
物
債
の
平
準
た
る
や
通
常
需
要
供
給
と
名
く
る
原
因
に
依
り
て
障
に
定
め
ら
れ
た
る

-
も
の
な
れ
ば
、
交
換
方
程
式
中
の
他
の
要
素
を
以
て
克
に
決
定
せ
ら
れ
得
べ
き
も
の
に
非
宇
」
と
論
争
る
事
の
「
謬

問
地
」
刊
し
み
る
所
以
伝
説
い
て
、
ー
油
需
判
官
供
給
~
わ
け
る
蹴
僻
税
制
K
4
0
月
掛
は
軒
輸
相
母
上
幾
多
朝
率
な
名
推
理
の
存
在

に
制
到
す
る
罪
を
負
は

5
る
べ
か
ら
.
ぎ
る
色
の
な
り
と
す
。
貨
幣
の
戴
量
、
預
金
、
循
環
速
度
並
に
貨
物
責
買
高
を

度
外
視
し
て
、
物
債
は
需
要
供
給
を
以
て
定
ま
る
可
き
も
の
な
り
と
確
信
す
る
人
々
が
、
若
し
一
旦
各
個
物
債
の

決
定
に
関
す
る
推
理
の
説
明
に
耳
を
傾
〈
る
な
ら
ん
か
、
蓋
し
思
ひ
竿
に
遁
戸
、
る
も
の
め
ら
ん
。
如
何
と
な
れ
ば

斯
か
る
人
士
は
物
債
を
定
む
る
に
営
り
て
需
要
供
給
の
方
程
式
以
外
に
猶
ほ
一
個
の
方
程
式
を
要
す
る
こ
と
を
後

見
す
可
け
れ
ば
な
り
。
而
し
て
是
れ
交
換
方
程
式
に
外
な
ら
ぎ
る
も
の
な
り
と
す
」
o
'
と
な
し
、
「
(
例
へ
巴
砂
糖
の

需
要
は
砂
糖
の
債
格
の
み
な
ら
字
、
他
の
貨
物
の
物
債
平
準
と
も
密
接
の
開
係
を
存
」
し
「
(
砂
糖
白
需
要
を
決
定
ナ
る

所

ε砂
糖
と
貨
幣
と
の
比
.
債
は
、
根
本
的
に
之
を
論
や
れ
ば
、
貨
幣
を
以
て
購
買
し
得
る
貨
物
と
砂
糖
と
の
比

慣
に
外
な
ら
ぎ
る
」
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
理
由
に
よ
り
、
「
各
個
物
債
の
詩
型
勤
を
以
て
一
般
物
債
の
捷
勤
を
説
明
」

す
る
事
を
、
恰
も
「
或
一
個
の
既
成
品
の
債
格
を
説
明
す
る
に
葉
原
料
品
の
債
格
と
某
他
の
生
産
費
と
を
用
」
ふ

弓
の
と
同
じ
〈
、
「
車
に
他
の
物
債
を
以
て
或
一
個
の
物
債
を
詑
明
」
し
「
一
の
問
題
に
換
ふ
る
に
他
の
問
題
を
以

2) Irving Fisher: The Purchasin!~ Power of Money， 19，8， p. 174・高城仙実郎氏誇
「貨幣と物債J257-8頁



て
す
る
に
過
ぎ
十
」
、

L
L
考
へ
て
居
ら
れ
か
。
従
っ
て
敷
授
に
よ
れ
ば
、
「
吾
人
は
物
債
平
準
研
究
の
準
備
と
し

て
砂
糖
の
債
格
を
研
究
す
る
よ
り
も
寧
ろ
砂
糖
の
債
格
を
研
究
す
る
の
準
備
と
し
て
物
債
の
平
準
を
講
究
す
る
こ

L要
乙
る
の
で
あ
り
」
物
債
の
平
準
は
各
個
物
債
と
は
濁
立
に
之
営
研
究
せ
ぎ
る
可
か
ら

5
3伽
」
で
あ

り
、
「
若
し
ι

E

或
一
一
時
の
貨
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
特
殊
の
原
因
の
潟
め
、
某
貨
物
の
需
要
高
供
給
高
並
に
雨
者
の

平
均
黙
に
し
て
日
升
上
者
〈
は
低
下
す
る
こ
と
あ
ら
ん
か
、
種
々
な
る
他
の
貨
物
の
需
要
高
及
び
供
給
高
は
正
反
劃

の
方
向
に
上
下
せ

F
る
を
得
ゴ
る
晶
」
と
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
「
物
債
平
準
の
み
を
定
む
べ

き
も

U
」
と
し
て
、
交
喚
方
程
式
炉
提
唱
さ
れ
る
の
ゼ
あ
る
。

乍
併
、
一
般
的
均
術
論
に
批
で
曜
日
ア
心
情
給
刷
歌
方
税
式
小
川
戸
川
ー
し
七
zω

、
仁
打
?
に
山
川
川
一
つ
不
見
寸
ぷ
刻
め

に
更
に
其
の
一
外
に
追
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
所
の
葉
の
一
つ
の
方
程
式
は
、
所
謂
査
換
方
程
式
で
あ
ら
う
か
e

財
貨

の
需
給
に
営
該
財
貨
の
債
格
の
み
な
ら
宇
他
の
(
理
論
的
に
は
す
べ
て
の
)
財
貨
り
債
格
が
考
慮
5
れ
る
と
言
ふ
事
は
、

需
要
供
給
設
に
よ
る
財
貨
の
債
格
の
決
定
の
説
明
を
無
限
に
、
失
か
ら
究
へ
、
押
し
や
る
事
に
な
り
、
従
っ
て
、

交
換
方
程
式
に
よ
る
物
債
平
準
の
決
定
を
不
可
快
的
保
件
'
と
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
か
。
各
個
財
貨
の
債
格
及
び

貰
買
量
が
き
ま
る
前
に
、
果
し
て
交
換
方
程
式
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

此
の
問
題
を
究
め
る
清
め
に
は
、
我
々
は
先
づ
、
ブ
ヰ
ッ
ジ
ャ

1
数
授
が
そ
れ
に
操
っ
て
「
物
債
を
究
h
u

る
に
営

ち
て
需
要
供
給
の
方
程
式
以
外
に
猶
ほ
一
個
の
方
程
式
|
|
而
し
て
敷
授
に
よ
れ
ば
是
れ
即
ち
交
換
方
程
式
に
外

な
ら

5
る
も
の
で
あ
る
|
ー
を
要
す
る
事
」
を
謹
明
し
た
と
帯
し
て
居
ら
れ
る
所
の
、
散
授
の
一
般
的
均
衡
惜
系

を
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
般
的
均
衡
檀
系
主
交
換
方
程
式

第
三
十
三
容

三
九
五

第

就

七
九

生産方程式組織其他が

Fisher: ibid. p. '76-7誇259-26，
タ タタ '77 欝26，
ククク '75 ク 259
4シ タタ 178 o 262 
9 クタ '75 "'258 

一般的均衡穏系に於て. 需給凪政方程式組織!の外に，

)
)
)
)
)
)
 

3
4
5
6
7
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一
般
的
均
衡
慢
す
捕
と
交
換
方
程
式

第

披

第
三
十
三
巻

九

i¥. 
O 

n
人
に
よ
っ
て

A
B
C
-
-
:
'
等
W
種
類
の
商
品
の
需
要
を
以
て
構
成
さ
れ
て
ゐ

敬
授
の
一
般
的
均
衡
瞳
系
は
、

る
所
の
一
惟
曾
を
仮
定
し
て
、
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
O

(

其
世
胞
に
於
て
は
、

1
2
B
i
-
-
-
等
ロ
人
白
各
々
に
よ
っ
で
版
賞
さ
れ
る
そ
れ
ぞ

1

2

E

1

2

ロ

z

g

n

I

れ
白
商
品
量
は
、

A
T
h
-
-
・
:
・
~
、
弘
、

h
・:・・

L
、

.

w

川
、
川
・
:
・

J
W
V乞
円
以
て
、
購
入
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
白
商
品
量
は
、

h
、
ね
:

・
・
:
旬
、
恥
、
恥
・
:
・

-h
・
・
:
川
、
叫
:
・

-
h
を
以
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
目
債
格
段
、
九
、
九
:
:
・
九
、
を
以
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。

之
等
は
ナ
べ
で
未
知
数
で
あ
っ
て
、
其
の
毅
一
は
金
一
則
山
子
斗
4
4
で
あ
る
。
倫
ぽ
U
は
一
様
な
る
符
舎
を
用
ひ
て
あ
る
け
れ

y-2骨
人
の
各
財
貨
の

需
要
供
給
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
う
た
効
用
量
を
、
州
、

~ri--は
、
限
界
効
用
を
あ
ら
は
ナ
。
比
の
効
用
随
一
致
は
、
銃
に
蝿
(
「
ら
れ
た
も

T-

ロA
T

A

し
て
、
一
般
均
衡
皿
日
系
白
中
に
入
ワ
て
来
る
。
限
界
効
用
は
未
知
数
で
あ
p
・
英
設
は

N
3
)印
ち
、
各
人
の
供
給
す
る
ぞ
れ
ぞ
れ
の
対

貨
の
枇
命
的
純
計
川
、
各
人
的
購
入
寸
る
ぞ
れ
そ
れ
の
財
貨
の
一
祉
舎
前
総
計
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

を
示
す
所
の
、

「
』
主
+
』
九
+
:
・
j
i
-
-
-
+
』
自
国
】
H
〉
三
十

kpz
十
-
-
-
・
・
:
十

ktz

一
F
E
L
a
同
車

+
-
j
i
-
-
:
+
出

a
z
H
出

E
+
出

E
+
:
・
:
・
・
:
+
3
2・

(
】
)
ム

F

君
主
+
君
主
+
・
:
:
・
・
・
:
+
巧
E
H
巧
主
+
J
4
5
+
:
-
:
-
+
宅
吉

な
る
W
佃
の
方
程
式
を
含
む
方
程
式
組
識
が
得
ら
れ
、
各
人
に
つ
い
て
之
を
見
れ
ば
、

額
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
‘
其
の
事
を
一
不
す

『
〉
主
♂
+
・
・
:
:
・
+
4
4
E
F
H
P
-
F
+
-
・
;
E
i
-
-
・
:
+
当
主
F

(
凶
)
日

Z
3
F
+
:
:
:
:
+
宅
2
】よ

H
F
z
p
+
・
:
:
・
・
・
+
巧
E
]
i者

其
の
需
要
額
は
其
の
供
給

な
る

n
佃
の
方
程
式
を
合
む
方
程
式
組
織
が
奥
へ
ら
れ
、
程
定
に
よ
っ
て
、
各
人
の
需
要
供
給
す
る
各
財
に
封
す

る
其
の
殺
用
画
数
(
従
つ
で
、
限
界
に
於
で
は
限
界
効
用
)
を
一
不
す
所
の

" 
! 

織 P込主れる白で， との表現は精健ではないが? 本摘に於て問題とナる所を簡
単に言ひあ bはナ矯めに， i限りに斯かる治略的表現を用ふる.
賞はm種類となってゐるけれども，後に交換方得式と幸吉ぶに際1<:，交換方模式に
於けるMと混同しない様にと Lに於けるmはw~:書き改めた.
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一
般
尚
均
衡
恒
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
一
一
一
巻

三
九
入

第

掠

~"\. 

な
る

(ω巧
l
H
)
Z
佃
の
方
程
式
を
合
む
方
程
式
組
織
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
之
を
締
計
す
れ
ば
、
そ
こ
に
合
ま
れ

て
ゐ
る
所
の
未
知
数
の
教
と
同
教
の
方
程
式
、
郎
ち
+
ぎ
Z
十

J
H
1
佃
の
方
在
式
が
奥
へ
ら
れ
、
完
全
な
る
瞳
系
が
得

ら
れ
る
か
に
見
え
る
。
然
し
な
が
ら
、
方
程
式
組
融
問
及
び
向
の
中
に
合
ま
れ
る
方
程
式
の
何
れ
か
一
つ
は
、
営

然
他
の
る
の
か
ら
導
き
出
3
れ
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

A
寸
借
り
に
先
づ
方
程
式
組
織
問
に
合
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
方
程
式
の
雨
項
に
、
決
か
ら
究
に
、
九
、
九
・
:
:
九
を
乗
じ
、
各
項
を
究
の
様
に
し
て
合
計
し
、

』
主
吋
p
+
F
Z
H
M
r
十
-
-
E
i
-
-
:
十
4
E
H
C
↑
}
『
h
E
F
+
F
F
F
f
一i
:
:
:
・
:
j
i
-
-
-
+
当
E
F
v寸

+
〉
ヨ
ゆ
吋
吻
ト
訂
正
H
J
十
回
，
.
:
町
"
u
u
u
m
{
F
4
1
Q岡山
H
f
f
一

一

+
h
r
h
d
M
v
↑
回
目
H
J
ω
ト
:
i
h
-
-
j
j
ト
3
J
内
九
よ
ト

J

I

l

i

h

 

一
一
U
L
l
E
一.い紅白

fu--1
一一-一一一一一
-
h
1配'司

+
K
M
a
-
-
司
伺
十
目
前
回
吋
e
+
・
j
i
-
-
・
:
;
;
i
J
E
-
-
+
4
4
2】
HJミ

次
に
、
方
程
式
組
織
拘
の
中
か
ら
第
一
の
方
程
式
を
除
き
他
の
も
の
ぞ
す
べ
て
衣
の
様
に
し
て
合
計
し
、

F
F
十
回
a
N
F
十
:
・
:
;
-
-
j
i
-
-
-
+
4
4
己
♂
+
)

しド.し一十ト干し干しい一一一一一一一一一一一一一一一一ぷ仁しドし:寸一日

.uuutire
ド一一一一一一一一一一一一ド干しトド.

〉
5
F
+
出
5
3
+
・
・
・
・
:
・
:
・
・
+
ぎ
E
F
4
十

前
者
か
ら
後
者
を
引
き
去
れ
ば
、

KMaH]imw十出向山》σ+・・

巧
a
F
H
r
-
-
V
十
回
E
3
+
・
・
・
E
-
-
十
J
4
E
F

な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
然
る
に
こ
れ
は
、
方
程
式
組
織
向
の
中
の
第
一
の
方
程
式
(
さ
き
に
除
外
し
た
所
の
)
に
遁

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
上
過
の
方
程
式
糟
系
は
緯
計
七
ミ
Z
+
者
個
の
方
程
式
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

買
は
軍
に
、
総
計
4
g
z
+
さ
1
H
佃
の
方
程
式
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
我
々
は
、
今
一
つ
の
方
程
式
を



之
に
加
へ
る
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
換
を
償
ふ
矯
め
に
加
へ
ら
れ
る
方
程
式
は

】

ι
P
H
H

で
ゐ
る

Q
V

此
の
一
般
的
均
衡
鯉
系
は
、
単
に
記
競
や
市
場
構
成
の
人
数
商
品
の
種
類
等
に
閲
す
る
恒
定
を
異
に
し

各
人
の
各
財
に
劃
す
る
需
要
量
及
び
供
給
量
の
何
れ
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
示
す
べ
き
記
就
を
奥
へ
、
各
人
の
供
給

す
る
各
財
を
専
ら
某
の
生
産
に
か
か
わ
ら
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
交
換
前
の
保
有
量
の
位
定
を
拾
て
、
又
、
各
人

の
需
給
す
る
各
財
に
聾
す
る
致
用
耐
敷
を
示
す
方
程
式
粗
鴇
向
を
書
き
表
は
し
た
黙
に
於
て
、
や
〉
表
現
を
異
じ

す
る
事
の
外
は
、
全
然
、
ロ
ザ
y
x
振
の
一
般
的
均
衡
煙
家
と
同
一
の
・
も
の
で
あ
忍
。
そ
こ
で
問
題
は
、
最
後
の

動
、
即
ち

F
H
M
な
る
方
程
式
の
意
味
で
あ
，
る
。

フ
ヰ
ッ

γ
ャ

1
数
授
は
上
通
の
展
開
に
す
ぐ
績
け
て
「
こ
は

(
F
L
な
る
方
程
式
を
持
入
ナ
る
事
は
〉

A
商
品
を
債
値
標何

準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
は
買
に
一
般
的
均
衡
論
上
営
然
で
あ
る
。

と
な
れ
ば
、

A
が
所
謂
債
値
標
準
で
あ
る
以
上
諸
財
の
債
格
は
其
の
A
に
劃
す
る
購
買
力
を
意
味
す
る
の
で
あ
り

従
っ
て
、
A
の
債
格
は
自
ら
に
封
す
る
購
買
力
的
ち
1
に
外
な
ら
ぬ
が
散
で
あ
る
。
従
っ
て
、

F
H
H
な
る
方
程
式

は、

A
商
品
が
所
謂
債
値
標
準
で
あ
る
場
合
に
は
業
の
車
債
は
ー
で
あ
る
、
と
言
ふ
自
明
の
理
を
表
現
す
る
も
の

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
所
謂
交
換
方
程
式
と
は
全
然
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
も
か
か
わ
ら
争
、

ア
ヰ
ッ

グ
ャ

1
致
授
は
貨
幣
敷
量
設
の
説
明
に
際
し
て
、
此
の
方
程
式
を
、
「
交
換
方
程
式
に
外
な
ら
F
る
も
の
な
り
と

す
」
と
誤
解
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
之
れ
は
明
白
な
る
誤
解
で
あ
っ
て
、
一
般
的
均
衡
瞳
系
は
、
交
換
方
程

式
に
非
ゴ
る

F

H
同
な
る
方
程
式
の
掃
入
に
よ
っ
て
、
従
っ
て
、
交
換
方
程
式
無
し
に
、
充
分
に
成
立
し
て
居
る

般
的
均
衡
燈
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
=
一
巻

三
九
九

第

披

i¥. 

Fisher: Mathematical lnvestigations in' the TI日 oryof Value and Prices. 1St ed 
1892・ 2. Printing 1926・p.58-9 前後の聯絡か b切 P離して引用しヨ L 而も
理解し得与れる様にナる矯めに，大臆なや意帯を試かた・向ほ， こムに供給又
は版賓とせるものは， フヰ"'/~ヤーに於ーとは&c産主考へられでゐる可ほ，
“'fhe -Purchasing Puwer of Money" p・ 1~74-'-5 の脚註に於では Mathematical
Investigatio出 etc.の p.62を参照ナる様に書いであるが，そ ζ では，‘本文に引
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一
般
的
均
衡
積
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
三
巻

第

ま虎

四
O
O

i¥ 
四

の
で
あ
る
。

然
る
に
、
今
、
上
過
の
一
般
的
均
衡
韓
系
を
見
る
な
ら
ば
、
方
程
式
組
織
向
に
於
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
、

財
の
債
格
の
決
定
に
際
し
て
、
常
に
す
べ
て
の
他
財
の
債
格
が
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
其
の
事
は
、
決
し
て
、

フ
ヰ
ツ
ジ
ャ

l
敢
授
の
論
ぜ
ら
れ
る
如
く
)

J

「
車
に
他
の
物
債
宇
佐
以
て
或
一
個
の
物
債
を
説
明
」
し
「
一
の
問
題
に
換

ふ
る
に
他
の
問
題
を
以
て
す
る
に
過
ぎ
守
口
」
と
言
ぴ
得
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
、
受
換
方
程
式
に
よ

り
決
定
さ
れ
る
物
債
水
準
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ぽ
、
其
の
際
一
財
の
需
給
に
営
っ
て
考
慮

さ
れ
る
所
の
す
べ
て
の
他
財
の
一
慣
陥
崎
、
交
換
方
限
式
と

Zph慌
ぱ
ち
の
に
よ
っ
川
ー
決
定
お
れ
て
、
外
部
か
ら
も

一
般
的
均
衡
韓
系
に
掃
入
3
れ
る
も
の
で
も
、
又
、
一
般
的
均
衡
韓
系
に
と
っ
て
固
定
的
な
る
色
の
で
も
無
い
。

そ
れ
は
言
は
ぱ
二
財
の
需
給
に
営
っ
て
車
に
暫
定
的
に
議
想
さ
れ
考
慮
さ
れ
る
も
の
だ
る
に
過
ぎ
十
、
従
っ
て
其

の
鷺
想
に
よ
っ
て
一
財
の
需
給
が
暫
定
的
に
決
定
さ
れ
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
す
べ
て
の
財
の
暫
定
的
需
給
、

従
っ
て
、
そ
れ
等
の
財
の
暫
定
的
債
格
が
動
き
、
そ
れ
が
更
に
き
さ
の
一
財
の
暫
定
的
需
給
に
作
用
し
つ
つ
、
理

論
的
に
は
、
す
べ
て
に
つ
い
て
均
衡
の
蓮
せ
ら
れ
る
所
に
、
常
該
一
財
の
債
格
と
同
時
に
、

身
の
内
部
作
用
に
よ
っ
て
、
決
定
3
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
事
こ
そ
正
に
、

一
般
的
均
衡
膿
系
白

一
般
的
均
衡
論
の
一
般
的
均
衡
論
た

る
所
以
で
あ
る
。

教
授
の
交
換
方
程
式
に
於
げ
る
P
は
諸
財
の
債
格
の
卒
均
で
あ
り
、

T
は
貨
幣
支
は
預
金
日
通
貨
)
を
以
て
責
買
せ

ら
れ
た
る
諸
財
の
鱒
計
で
あ
り
、
〈
(
え
は
寸
、
)
は
貨
幣
(
又
は
預
金
通
貨
)
を
以
て
な
さ
れ
る
卒
均
的
責
買
度
難
で
あ
る

が
、
各
個
の
貰
買
か
ら
離
れ
て
、
理
論
的
に
、
如
何
に
し
て
そ
れ
が
決
定
し
得
ら
れ
る
か
。
若
し
一
般
的
均
衡
韓

用せる謹系がー暦複雑にされでゐで，其の複雑に古れた黙は，本稿の問E宜主無鴇
係であるから，便宜上簡単なるものに擦る.
前記1i出稿97I- 2頁参照.そとに於ては P.に判官する機念は，はぢ bから用ひ
ずに，貨幣の債格ははぢめか b1と考へられてゐる.
Fisher: The Purc-hasing Power of Money， ibid. p. 174諜 258
FisheT: ibid. p. I76課 260

10) 

1I) 
12) 



系
が
交
換
方
程
式
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
が
前
者
と
無
関
係
に
決
定
3
る
べ
き
で
め
る
な
ら
ば
、
結
局

物
債
決
定
の
理
論
は
不
成
立
た
ら
玄
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
、
教
授
自
身
の
一
般
的
均
衡
糟
系
が

示
し
て
ゐ
る
様
に
、
そ
れ
は
、
交
換
方
程
式
と
は
全
然
無
関
係
に
、
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

一一、

-
般
的
均
衡
瞳
茶
と
交
換
方
程
式

一
般
的
均
衡
憧
系
は
交
換
方
程
式
を
前
提
し
て
ゐ
る
、
と
満
す
所
の
ア
ヰ
ッ
シ
ャ

1
教
授
の
設
が
、
如
何
に
読
れ

る
も
の
で
あ
る
か
、
一
般
的
均
衡
樫
系
は
如
何
に
交
換
方
程
式
k
無
岡
係
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
言
ふ

事
念
、
我
々
は
、
以
上
に
於
で
明
か
に
し
た
。
日
間
ら
ぱ
、
交
換
方
程
式
は
一
般
的
均
衡
鱒
系
と
如
何
な
る
闘
係
Jg

有
す
る
か
、
私
は
此
の
問
題
を
、
先
十
一
般
的
均
衡
睡
系
と
古
と
の
闘
係
を
明
か
に
し
、
次
に
一
般
的
均
衡
鯉
系

と
肝
と
の
関
係
を
究
め
つ
つ
、
究
明
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

何
一
般
的
均
衡
惜
系
と
口
交
換
方
程
式
に
於
け
る
百
は
、
刊
で
み
る
o

郎
ち
暴
の
一
般
的
均
衡
瞳
系

に
舵
け
る
記
抗
を
援
用
す
れ
ば
、

J
、
J

P

川、

λ
、
J

J

ω

総
計
で
あ
る
o

轟
の
一
般
的
均

B

B

B

W

W

W

 

衡
龍
系
は
極
め
て
簡
車
な
る
場
合
に
つ
い
て
展
因
さ
れ
た
基
本
理
論
で
あ
る
が
、
我
々
は
そ
れ
に
加
工
す
る
事
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
、
よ
り
複
雑
な
る
事
象
の
形
式
的
表
現
た
ら
し
め
得
る
で
も
あ
ら
う
。
然

4

日
時
ド
ル
は
、
生
産
貰

買
さ
れ
る
商
品
の
種
類
は
、
更
に
複
雑
な
る
も
の
左
な
る
で
あ
ら
う
e

然

し

そ

れ

に

し

て

も

印

、

以

は

依

然
と
し
て
、
某
の
一
般
的
均
衡
論
の
示
す
所
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
め
る
。

η
、
は
斯
く
し
て
決
定
さ
れ
る

P

P

I

P

-

t
d・
:
:
:
:
を
総
計
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

B

B

 一
般
的
均
衡
憶
系
と
交
換
方
程
式

第
=
一
十
三
巻

四
O 

第

披

八
五



一
般
的
均
衡
穂
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
=
一
審

四

O 

第

披

八
六

勾
の
構
成
に
際
し
て
は
、
有
〈
色
官
民
買
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
色
の
を
纏
計
す
る
か
、
特
定
の
色
の
に
限
る
か
、
特

定
の
色
の
に
限
る
場
合
に
は
克
に
、
利
用
経
済
上
に
特
定
の
拙
位
を
占

U
る
も
の
、
例
へ
ば
絡
局
的
生
産
財
に
限

る
か
、
持
働
を
合
ま
.
ざ
る
す
べ
て
の
生
産
財
を
合
ま
し
め
る
か
、
持
一
働
を
も
合
ま
し
め
る
か
、
又
は
、
特
定
の
遁

貨
を
以
て
貰
買
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
る
と
言
ふ
加
〈
流
通
過
程
上
の
事
情
に
か
か
わ
ら
し
め
る
か
、
樺
利
財
を

合
ま
し
め
る
か
、
等
月
以
下
に
於
で
は
こ
れ
を
仮
P

に
、
採
用
財
の
限
定
の
問
題
と
呼
さ
が
問
題
に
さ
れ
、
又
、
採
り
入
れ
ら
れ

る
諸
財
に
つ
い
て
何
等
の
匹
分
を
も
し
な
い
か
、
若
し
何
等
か
の
匝
分
を
す
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
匝
八
?
を
な
す

か
、
等
炉
問
題
に
き
れ
得
る
。
然
し
之
等
に
つ
い
℃
岐
、
何
唯
一
中
川
一
つ
の
仕
方
の
み
に
問
机
お
心
ベ
ホ
理
論
的
必

然
性
が
ゐ
る
わ
け
で
は
な
〈
、
認
識
目
的
に
従
っ
て
遁
営
な
る
仕
方
が
選
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
ね
か
ら
主
導
き
出
す
鴻
め
に
は
、
何
等
か
一
定
の
見
地
に
従
っ
て
諸
商
品
B

C

が
一
元
的
な
る

或
る
も
の
に
、
思
惟
上
、
還
元
さ
れ
集
計
さ
れ
て
T
と
さ
れ
る
事
会
要
す
る
。
そ
れ
は
畢
に
、
立
場
を
以
て
す

n

r

p

-

る
還
算
の
問
題
で
ゐ
る
。
而
し
で
債
格
総
計
勾
は
結
局
T
の
綿
債
格
で
あ
る
。
従
っ
て
旦
T
に
よ
っ
て
、

T
の
軍

債
が
得
ら
れ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
P
(
一
般
物
債
)
従
っ
て
1
一
P
(
貨
幣
の
償
値
)
は
一
定
の
見
地
よ
り
す
る

T
と

の
開
係
に
於
て
の
み
考
へ
得
ら
れ
る
事
で
あ
り
、
業
の
決
定
は
、
採
用
財
の
限
定
と
立
場
を
以
て
す
る
還
算
と
が
如

何
に
行
は
れ
る
か
、
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
然
し
一
度
一
定
の
仕
方
に
於
て
採
用
財
が
限
定
さ
れ
.
一
定
の
立

場
か
ら
の
還
算
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

P
従
っ
て

1
一P
の
決
定
の
問
題
は
、
九
、
九
等
が
ど
れ
だ
け
と

決
定
3
れ
石
か
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
前
者
の
意
味
に
於
け
る
貨
幣
の
債
値
の
決
定
の
問
題
を
椴
h
J
に
貨
幣
の
債

値
の
質
的
決
定
の
問
題
と
呼
ぴ
、
後
者
の
意
味
に
於
げ
る
そ
れ
ぞ
蝦
り
に
貨
幣
の
債
値
の
量
的
決
定
の
問
題
と
呼



ぷ
。
名
帯
は
何
'
と
す
る
に
せ
よ
、
此
の
雨
者
は
最
密
に
匝
別
す
忍
ぞ
要
す
る
。
貨
幣
の
債
値
の
質
的
決
定
の
問
題

に
於
て
、
従
っ
て
、
立
場
を
以
ー
す
る
還
算
の
問
題
に
於
て
、
如
何
な
る
見
地
の
採
ら
る
べ
き
か
は
、
金
〈
認
識
目

的
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
何
等
か
一
定
の
見
地
の
固
執
さ
る
べ
き
理
論
的
必
然
性
は
無
い
。

と
に
か
く
、
採
用
財
限
定
の
問
題
と
、
立
場
を
以
て
す
る
還
算
の
問
題
と
が
、
或
る
何
等
か
の
仕
方
に
於
て
決

定
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
貨
幣
の
債
値
、
従
っ
て
物
慣
が
決
定
さ
れ
る
。
即
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
、
或
は

(仮

p
に
探

用
財
に
つ
い
で
庖
別
を
用
ひ
な
い
も
の
土
ナ
れ
ほ
〉

}waHe+出
E
U
+
・
・
・
:
E
E
E
-
-
+
の
色
。
+
の
品
。
↓
・
:
・

:
:
:
-
H
凶

d

M
心
M

V

H

M

l

吋

な
る
こ
っ
∞
方
程
式
(
そ
ζ

丘
駅
け
る
口
町
、
口
吋
・
:
・
・

-L
、
向
:
:
・
:
:
は
一
般
均
衡
論
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
白
山
田
ー
か
与
一
定
の
限

定
白
仕
方
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、

b

、
c
-
j
i
-
-
等
は
一
定
白
立
場
か
ら
認
め
ら
れ
る
還
算
債
値
で
あ
る
か
ら
、
新
た
に
加
へ
b

れ
る
未
知
数
は
T
と
P

白
ニ
ワ
で
あ
る
)
が
得
ら
れ
、
或
は
、
〈
仮
P
に
採
用
財
が
一
一
種
に
区
別
さ
れ
る
と
ナ
れ
ば
〉

回
、
主
w
w
+
回
、
a
E
+
:
・
i
・e

・
-
・
+
。
、
a
E
+
向
、
s
g
+
・
・
・
:
:
・
:
l
i
-
-
-
U
叶、

J

D

N

E

吋

川

、

、

-

-

、
d

、
、
-
、

d

、

、

-

、

づ

弘

、

、

町

古

田
J
L
「

t
a
M
V
」
l
:
:
:
・・:・:・」
a

「
自

E4ιrS1。，寸・EE--'::::::Hμ

」戸:

↓
、
+
↓
、
、

H
寸

M
O
ρ

十

日

ρ
~
t
H
↓回以

な
る
四
個
の
方
程
式
(
そ
己
に
於
け
る
凡
、
凡
、
旬
、
山
・
・

ω、
町
、
旬
、
山
・
:
・
等
は
一
般
均
衡
論
に
従
り
で
決
定
さ
れ
る
も

の
の
中
か
ら
一
定
白
限
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
採
用
し
一
定
の
区
分
の
方
法
に
従
ヲ
て
分
類
さ
れ
る
だ
け
で
あ
p
、
b

、
c
i
-
-
:
:
:
・
等
佐
一
定
の
立

場
か
ら
認
め
ら
れ
る
還
算
債
低
で
あ
る
か
ら
、
新
に
加
へ
ら
れ
る
未
知
数
は
γ
V
T
R
白
四
個
で
あ
る
)

る
も
の
と
し
て
は
ぢ
め
て
、

が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

一
般
均
衡
龍
系
に
結
合
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
貨
幣
の
債
値
の
質
的
決
定
に
際

斯
カラ

一
般
的
均
衡
盟
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
三
巻

四

o=
一
第

5露

八
七

前掲拙稿963頁参照13) 



一
般
的
均
衡
檀
采
と
交
換
方
程
式

第
三
十
三
容

四
O
四

第
三
時
制

i¥ 
i¥ 

し
て
前
提
3
れ
る
所
の
も
の
は
、
一
定
の
採
用
財
限
定
の
仕
方
と
一
定
の
立
場
よ
り
す
る
謹
算
と
だ
け
で
あ
っ
て

交
換
方
程
式
は
其
の
事
に
は
閥
奥
し
な
い
。

制
一
般
的
均
衡
瞳
系
冒
と
W

交
換
方
程
式
に
於
け
る
M
支
は
町
、
断
等
)
は
芸
術
を
意
味
す
る
。
然
る
に
何

等
か
の
貨
幣
概
念
に
従
っ
て
之
を
観
る
な
ら
ば
、
安
換
一
枇
曾
に
如
何
な
る
種
類
の
通
貨
が
ど
れ
だ
け
流
通
す
る
か

が
、
一
般
的
均
衡
論
の
一
不
す
所
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
事
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
問
題
は
、
如
何

な
る
貨
幣
概
念
公
採
る
か
、
に
在
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
通
貨
形
態
例
へ
ば
金
貨
を
以
て
貨
幣
と

す
る
事
6
可
能
で
あ
り
、
流
通
せ
石
本
位
賃
補
助
賃
及
紙
幣
争
以
て
貨
幣
と
岡
地
号
事
Jwb
可
情
刊
し
ぬ

b
h
預
金
遁
貨

を
志
賀
幣
中
に
合
ま
し
め
る
事
も
可
能
で
J

の
り
、
流
通
せ
石
遁
質
実
の
-E
の
の
量
で
は
な
く
通
貨
の
読
過
し
た
る

額
を
以
て
貨
幣
量
と
す
る
事
も
可
能
で
あ
り
、
業
他
の
疏
通
手
段
を
色
合
ま
し
め
る
事
色
可
能
で
あ
る
。
更
に
又

す
べ
て
の
分
野
に
流
通
せ
三
建
具
一
般
に
つ
い
て
考
へ
る
事
色
可
能
で
ゐ
れ
ば
、
特
定
の
分
野
に
流
通
せ
る
・
も
の

の
み
を
、
例
へ
ば
、
消
費
財
の
流
通
に
用
ひ
ら
る
る
も
の
の
み
を
考
へ
る
事
色
可
能
で
あ
り
、
又
、
貨
幣
を
幾
種
か

に
分
類
し
把
握
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
認
識
目
的
に
よ
っ
て
通
営
な
る
も
の
が
選
ば
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
色
、
何
等
か
一
定
の
貨
幣
概
念
の
同
執
さ
る
ぺ
き
理
論
的
必
然
性
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

今
、
特
定
の
採
用
財
限
定
の
仕
方
に
操
り
、
且
つ
斯
く
限
定
採
用
さ
れ
る
財
の
貰
買
に
際
し
て
疏
通
せ
る
通
貨

の
読
通
し
た
る
額
を
以
で
貨
幣
量
M
と
す
る
な
ら
ば
、

岡山

[
H
叶
吋

と
な
る
。
之
れ
即
ち
、
何
等
か
の
見
地
か
ら
限
定
さ
れ
た
所
の
商
品
の
買
買
締
額
と
何
等
か
の
概
念
規
定
の
下
に



於
け
る
貨
幣
量
と
の
関
係
を
示
す
所
の
交
換
方
程
式
の
、
極
め
て
簡
車
な
る
表
現
で
あ
忍
が
、
此
の
簡
堕
な
る
交
換

方
程
式
は
上
に
遁
ペ
た
様
な
概
念
規
定
の
下
に
は
ぢ
め
て
一
般
的
均
衡
論
と
結
び
つ
け
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
何

と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
於
け
る
T
や

P
は
5
き
に
掲
げ
た
る
仕
方
に
よ
っ
て
求
め
得
ら
れ
る
し
、

M
は
口
の
鱒
額
含

あ
ら
は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
一
つ
の
方
程
式
に
は
何
等
新
し
き
未
知
載
を
合
ま
な
い
が
、
然
し
そ
れ
は
、

何
等
新
な
る
保
件
を
方
程
式
組
織
に
附
加
す
る
も
の
で
は
な
く
、
車
に
町
を
M
と
呼
ぶ
L
」
言
ふ
用
語
の
約
束
を
表

は
す
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
方
程
式
を
加
ふ
る
も
何
等
矛
盾
ぞ
生
じ
符
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
。

貨
幣
敢
量
説
上
の
新
し
き
通
話
と
し
て
の
所
得
話
又
は
、
購
買
倫
力
説
等
は
、
此
の
意
味
に
於
て
二
般
的
均
衡

慨
飛
と
冗
公
に
一
批
し
件
る

3

供
し
引
の
事
以
正
γ

九
上
山
一
山
武
靴
町
即
ち

M

一
般
酌
』
円
北
相
慨
高
じ
対
イ
し
い
配
克
5

れ
る
所
を
、
一
定
の
採
用
財
限
定
の
仕
方
に
操
り
且
つ
斯
〈
限
定
採
用
3
れ
た
る
財
の
責
買
に
際
し
て
疏
遁
せ
る

通
貨
の
流
通
し
た
る
額
を
以
て
貨
幣
と
す
る
と
言
ふ
貨
幣
概
念
に
従
っ
て
、
記
遮
す
る
左
言
ふ
意
味
に
於
て
で
あ

っ
て
、
一
般
的
均
衡
論
以
上
に
何
等
か
の
理
論
を
附
加
す
る
と
言
ふ
意
味
に
於
て
で
は
あ
り
特
な
い
。
即
ち
ぞ
れ

が
妥
賞
す
る
の
は
、
決
定
さ
れ
た
る
責
買
総
額
を
購
買
偉
力
と
看
倣
す
と
言
ふ
意
味
に
於
て
で
あ
っ
て
、
購
買
能

力
が
責
買
総
額
従
つ
で
物
債
b
n
ニ
方
的
に
決
定
す
る
と
言
ふ
意
味
に
於
て
で
は
め

h
得
な
い
。

ケ
イ
ン
ズ
氏
は
、
上
越
の
交
換
方
程
式
に
類
似
せ
る
、
ロ
H
事
な
る
方
程
式
を
用
ひ
て
居
ら
れ
る
。
所
が
氏
に

よ
れ
ば
k
は
民
衆
が
貨
幣
の
形
態
に
於
て
持
つ
所
の
購
買
力
(
そ
れ
は
一
般
的
財
た
る
氏
白
所
謂
消
費
財
車
位
を
車
位
と
し
て
考

へ
ら
れ
る
)
で
あ
り
、

n
は
民
間
に
流
通
せ
る
カ

1
レ
ン
ジ

1
ノ

1
ト
及
び
其
他
の
形
態
の
通
貨
で
あ
り
、

P
は
斯

か
る
消
費
車
位
の
債
格
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
氏
は
夏
に
、
ロ
H

H

)

(

町
+
岳
、
)
な
る
方
程
式
を
用
ひ
て
居
ら
れ
る
。
主
(

一
般
的
均
衡
健
系
と
交
換
方
程
式

第
三
+
三
巻

八
:J~ 

第

披

四

O
五

John MaynaTd Keynes: A Tract on 1\10町~taTy Ref~川町， 1924， p. 76-7 岡部，

内山、雨氏課「貨幣改革問題J98-9頁.
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一
般
的
均
衡
煙
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
三
巻

四
O
六

第

就

九
O 

の
際
、
ピ
と
は
民
衆
が
預
金
通
貨
の
形
態
に
於
守
持
つ
所
の
購
買
力
(
消
費
単
位
量
で
言
ひ
あ
ら
は
さ
る
べ
き
)
で
あ
ち
、

r
は
葉
の
預
金
通
貨
に
劃
す
る
準
備
宰
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
何
れ
の
方
程
式
色
、
何
等
か
の
見
地
か
ら
見
ら
れ

た
所
の
貫
際
の
頁
買
額
百
と
何
等
か
の
慨
念
規
定
の
下
に
於
け
る
貨
幣
量
と
の
関
係
を
示
す
所
の
交
換
方
程
式
・
と

し
て
で
は
な
く
、
車
に
、
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
た
貨
幣
の
債
値
に
従
っ
て
見
れ
ば
、
民
衆
か
貨

幣
(
又
は
預
金
遁
貨
)
の
形
態
で
有
す
る
購
買
力
が
何
程
で
あ
る
か
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
は
ぢ
め
て
成
立
す
る
。

然
る
に
ケ
イ
ン
ズ
氏
は

3

上
述
の
方
程
式
を
以
て
、
結
局
ア
ヰ
ッ
シ
ャ

1
教
授
の
交
換
方
程
式
に
等
し
い
色
の
土

錯
し
て
居
ら
れ
ム
。
然
し
な
が
ら
、
ぞ
れ

Je以
て
交
換
方
桂
式
た
ら
し
め
ん
T

と
す
る
な
ら
ば
、

k
や
vh
ば
慢
に
民

衆
の
手
許
に
何
等
か
の
通
貨
形
態
で
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
購
買
力
の
量
〔
消
費
皐
位
を
以
て
言
び
あ
b

は
さ
る
べ

εで
は

な
く
、
現
貰
に
貰
賀
さ
れ
た
る
消
費
車
位
量
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
以
上
は
、

n
は
車
に
民
間
に
流
通
せ
る

通
貨
の
量
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
流
通
し
た
る
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
飽
く
ま
で
遁
貨
量
た
ら

し
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
通
貨
の
流
一
迅
速
度
の
概
念
日
炉
補
充
さ
れ
ね
ば
成
立
し
な
い
。
か
か
る
も
の
・
と
し
て
は
ぢ

め
て
、
ヶ
イ
シ
ズ
氏
の
方
程
式
か
ら
ア
ヰ
ッ
ジ
ャ

1
教
授
の
交
換
方
程
式
へ
の
遣
が
問
題
に
な
る
。
ぞ
れ
は
、
一

定
時
貼
を
観
察
す
る
か
一
期
聞
を
観
察
す
る
か
と
言
ム
事
と
は
無
関
係
に
言
ひ
得
ら
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。

正
井
教
授
は
ケ
イ
ン
ズ
の
方
程
式
と
「
根
本
に
於
て
性
質
e

伊
ニ
に
す
る
」
も
の
と
し
て
、
自
ら
、

内

4
句

"
H
f
i
l
l
-
-

宮

町

な
る
方
程
式
を
置
き
、
「
ケ

1
ン
ズ
の
K
は
在
の
K
で
あ
h
ノ、

n
は
在
の

m
で
あ
る
」
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
。
所
が

ケ
イ
ン
ズ
氏
の
K
は
消
費
財
車
位
を
以
て
言
ひ
め
ら
は
ぎ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
正
井
敬
授
に
於
て
は
、

「或

Keynes: ibid. P・77・
此の勤は.ケイ'./~正号の草l用例を見るも明瞭である. Keynes ・ibid.p. 83倫ぽ
i止の監に於では R.-a.ÌÏ~;ïr~y 氏自所謂“ un:-;pent margin ，.， Theory も同ー
であると思はれる 同氏 CurrEncy.an"d" Credir， 3. ed.J 1928， p・34-5.p. 39・
Keynes: ibid. p. 78詮
』止の道ほ，高田保馬教授者「経務撃新講」第三谷jIS--6rc:於て，示されてゐる.

15) 
16) 



一
時
に
存
在
す
る
所
の
:
・
:
中
央
銀
行
の
営
座
預
金
と
党
換
券
後
行
高
と
党
換
準
備
以
外
の
錆
遣
貨
幣
・
;
・
と
の

合
計
〕
で
あ
b
、
M
と
は
、
「
或
日
に
於
け
る
総
て
の
経
済
主
樫
の
貨
幣
枇
入
の
綿
計
い
"
即
ち
一
般
的
交
換
方
程
式

に
於
け
る
勾
に
相
営
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

w
は
、
賞
幣
の
債
値
即
ち
「
物
債
に
劃
し
て
原
因
と
な
る
所
の
債

値
畳
」
、
即
ち
敷
授
の
貨
幣
論
に
於
て
中
心
的
地
位
を
占
む
べ
き
貨
幣
の
「
祉
曾
的
主
観
債
値
」
で
あ
る
。
乍
併
、
若

し
K
や
M
が
上
述
の
如
き
意
味
の
一
定
の
貨
幣
額
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
数
授
の

w
は
、
結
局
、
一
般
的
交
換
方

程
式
に
於
り
る
V
の
逆
敷
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
は
な
い
で
め
ら
う
か
。

今
若
し
特
定
の
探
捧
財
限
定
の
仕
方
に
球
り
、
且
つ
、
流
通
し
た
る
貨
幣
額
の
意
に
非
F
る
貨
幣
概
念
を
採
る

か
ら
ば
、
別
別
(
の
加
古
川
A
W
U
山
町
肢
か
抗
日
航
寸
お
蔀
ド
b
l
d
り

t
h
F
d

訟
費
四
叫
ふ
す
る
釦
一

T
ふ
る
か
色
、
斯
か
る
意
味
mw

貨
幣
の
綿
量
が
h
U
L
』
等
し
か
る
べ
き
必
然
性
は
無
い
。
誌
に
於
て
、
交
換
方
程
式
は
流
通
蓮
度

v
T合
む

冨
〈

H
旬
、
『

た
ら
、
ざ
る
を
得
な
い

3

此
の
方
程
式
に
於
げ
る
T
P
は
量
に
謹
べ
た
る
仕
方
に
於
て
決
定
さ
れ
、

M
は
一
般
的
均

衡
鰹
系
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
る
所
の
結
果
を
一
定
の
貨
幣
概
念
念
採
っ
て
観
察
す
る
事
に
よ
っ
て
看
取
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
此
の
一
つ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
新
に
加
へ
ら
れ
る
未
知
数
は
た
だ

v
rげ
で
あ
り
、
そ
れ
を
未
知

数
左
す
れ
ば
こ
そ
は
ぢ
め
て
一
般
的
均
衡
睦
系
と
此
の
交
換
方
程
式
と
が
結
ば
れ
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
般

的
均
衡
膿
系
は
此
の
交
換
方
程
式
を
侯
た
?
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
交
換
方
程
式
は
、
基
本
理
論
鰹

系
に
於
て
は
、
専
ら
、
一
般
的
均
衡
論
に
於
て
決
定
さ
れ
る
所
の
も
の
を
、
一
定
の
掠
捧
財
限
定
の
仕
方
に
醸
り

一
定
の
貨
幣
概
念
を
と
っ
て
見
れ
ば
、

V
は
何
程
で
め
る
か
、
と
言
P
A

事
を
後
見
す
る
鴻
め
の
式
と
し
て
は
ぢ
め

一
般
的
均
衡
樫
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
=
一
巻

第

披

九

四
O
七

ザ7
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h】

正井敬次氏「貨幣と免替J昭和大年、 108頁， 103頁参照
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特定の通貨で最初に買はれたるもの E みを j采j宰ナると言」、様な特殊な揚合主除
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一
般
的
均
衡
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系
と
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四
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第

披

九

て
存
立
す
る
。

従
っ
て
此
の
V
は
、
如
何
な
る
探
撞
財
限
定
に
操
る
か
、
如
何
な
る
貨
幣
概
念
を
採
る
か
、
に
依
存
す
る
。
而

し
て
正
に
そ
れ
に
依
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
定
の
貨
幣
概
念
を
採
る
場
合
、
採
捧
財
の
限
定
に

際
し
て
務
め
‘
其
の
意
味
の
貨
幣
に
よ
っ
て
直
接
に
媒
介
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
と
一
台
口
ム
健
件
の
附
せ
ら
れ
ゴ
る
限

り
、
業
他
の
通
貨
形
態
に
よ
っ
て
媒
介
せ
ら
れ
る
所
は
す
べ
て
、
そ
こ
に
採
ら
れ
た
る
概
念
に
於
け
る
貨
幣
の
流

通
速
度
構
成
因
と
し
て
考
~
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

今
若
し
、
特
定
の
二
樺
の
貨
幣
概
念
、
例
へ
ば
M
と
町
し
に
ぞ
油
収
用
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
疏
通
蓮
度
例
へ
ば

V
L」

V
と
を
考
察
せ
ん
と
す
れ
ば
、
其
の
前
提
と
し
て
.
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
貨
幣
に
封
騰
す
る
財
が
限
定
採
捧

さ
れ
て
め
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
、

冨
〈

H

M
心、右

宮、司、
H
M
(
~
、、勺

な
る
方
程
式
が
輿
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
際

Mrσ
ぴ
等
は
、
一
般
的
均
衡
瞳
系
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る

結
果
を
、
一
定
の
探
捧
財
限
定
の
仕
方
に
よ
り
二
定
の
貨
幣
概
念
を
採
っ
て
観
察
す
る
事
に
よ
っ
て
看
取
さ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
新
に
加
へ
ら
れ
る
未
知
敷
は
V
、
V
の
ニ
つ
だ
け
で
あ
り
、
実

の
一
般
的
均
衡
瞳
系
に
劃
す
る
関
係
色
、
亦
、
採
用
さ
れ
る
採
捧
財
限
定
方
法
と
貨
幣
概
念
規
定
方
法
と
に
劃
す

る
閥
係
色
、
嚢
に
遁
べ
た
る
場
合
と
同
一
で
あ
る
。
然
る
に
、
今
此
の
二
つ
の
方
程
式
の
各
項
を
合
計
す
れ
ば
、

Z
4
+

日

r

向、〈、

H

M
心
、
古
+
凶
心
、
、
-
w
H
M
心
旬
日
同
d
T

と
な
る
。
こ
れ
即
ち
フ
牛
ツ
シ
ャ

1
の
交
換
方
程
式
に
外
な
ら
ぬ

o
b
に
う
い
て
は
曇
に
述
べ
た
所
で
あ
る
)

O

卸
ち
斯
く



し
て
此
の
交
換
方
程
式
と
一
般
的
均
衡
論
と
の
開
係
は
、
明
白
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

此
の
事
は
、
貨
幣
を
更
に
細
分
し
て
概
念
す
る
も
、
本
質
的
に
は
、
何
等
の
麗
化
を
受
け
な
い
。

期
〈
の
如
く
V
(
又
は
い
に

w
き
は
、
採
捧
財
限
定
の
仕
方
と
貨
幣
概
念
の
規
定
の
仕
方
と
に
依
存
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
般
的
均
衡
樫
系
か
ら
涙
生
的
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
事
は
、

V
支
は
で
引
き

が
、
理
論
的
に
、
貨
幣
の
債
低
の
決
定
に
際
し
て
影
響
を
持
た
ぬ
、
と
言
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
無

い
。
何
と
な
れ
ば
、
第
一
の
賠
は
V
の
大
さ
が
、
採
捧
財
限
定
の
仕
方
と
貨
幣
概
念
の
規
定
の
仕
方
k
に
依
存
す

る
黙
を
有
す
る

2
4一
一
ロ
ふ
事
を
示
す

rけ
で
、
斯
か
る
一
定
の
見
地
を
採
っ
て
接
見
5
る
べ
き
V
其
の
も
の
が
貨
幣

一
献
食
掛
和
上
向
刊
に
訣
定
さ
れ
均
利
に
作
用
す
る
か
仁
川

J

レ
て
日
何
駒
を
も
語
ち
な
レ
の
で
あ
り
も
錯
ニ
の
動
は
.

堕
に
、
一
般
的
均
衡
瞳
系
に
従
つ
て
な
さ
れ
る
債
格
の
決
定
に
於
て
障
に
働
い
て
ゐ
る
所
の
V
ぞ
愛
見
す
る
と
言

ふ
事
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、
一
定
の
採
捧
財
限
定
の
仕
方
に
よ
り
、
且
つ
、
一
定

の
貨
幣
概
念
ぞ
採
っ
て
、
交
換
方
程
式
か
ら
離
れ
て
V
を
直
接
に
看
取
し
得
べ
き
筈
で
あ
っ
て
、
此
の
看
取
が
正

確
に
行
は
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
交
換
方
程
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
も
の
と
等
し
か
る
べ
き
筈
で
あ

。
る

回
、
交
換
方
程
式
の
存
在
理
由

一
般
的
均
衡
瞳
系
と
交
換
方
程
式
と
の
関
係
が
上
述
の
如
き
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
交
換
方
程
式
を
物
債
の
基

本
理
論
と
看
倣
す
事
は
、
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
一
方
的
因
果
的
説
明
の
根
醸
が
そ
れ
か
ら
営
然
生
じ
て

一
般
的
均
衡
憧
系
と
交
換
方
程
式

第
三
十
三
容

四
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丸
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競
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般
的
均
衡
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系
主
交
換
方
程
式
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九
四

来
る
と
考
へ
る
事
の
不
可
能
な
る
は
向
更
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
交
換
方
程
式
は
、
資
本
主
義
枇
舎
の
機
構
に
於
け
る

貨
幣
の
地
位
の
究
明
に
際
し
、
殊
に
貨
幣
の
債
値
の
研
究
に
際
し
、
如
何
な
る
存
在
理
由
々
有
し
得
る
で
あ
ら
う
か

交
換
方
程
式
は
土
壇
の
如
く
、
車
に
、
資
本
主
義
枇
舎
の
活
動
に
つ
い
て
一
定
の
見
地
よ
り
の
全
瞳
的
組
括
た
る

に
過
ぎ
な
い
。
然
し
正
に
業
の
事
は
、
我
々
が
具
韓
的
の
分
析
に
準

b
に
際
し
て
、
交
換
方
程
式
の
未
知
数
に
照
臆

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
買
に
閲
す
る
我
々
の
観
察
炉
、
全
瞳
性
(
勿
論
一
個
自
科
思
干
の
立
場
よ
り
の
〉
の
把
握
と
矛
盾
し
て
ゐ

な
い
か
、
従
っ
て
そ
れ
引
ぞ
れ
の
事
貫
勾
観
察
自
身
炉
設
っ
て
ゐ
な
い
か
、
と
一
一
員
ふ
事
を
反
省
す
る
一
つ
の
(
多
〈
の
う
ち

の
)
手
が
か
り
な
奥
へ
る
も
の
で
め
る
。
何
と
な
れ
ば
、
佃
々
的
観
時
が
誤
っ
て
居
れ
ば
、
交
換
万
峰
山
内
法
成
立
し
な

い
、
と
一
腰
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
(
空
調
、
交
換
方
程
式
が
成
立
し
て
も
、
設
謬
の
相
殺
に
よ
づ
て
ゐ
る
世
帯
も
可
能
で
あ

る
か
ら
、
阜
な
る
其
D

一
事
を
以
で
、
会
慢
性
の
把
掻
と
矛
盾
無
し
と
論
断
ナ
る
わ
け
に
は
ゆ
恥
な
い
)
。
勿
論
、
斯
か
る
手
が
か
り
と
し

て
交
換
方
在
式
を
投
立
た
せ
る
翁
め
に
は
、
交
換
方
程
式
に
合
ま
れ
る
す
べ
て
の
未
知
敷
に
照
騰
す
忍
事
買
を
、

そ
れ
ぞ
れ
、
交
換
方
程
式
に
よ
る
算
出
と
は
離
れ
て
、
「
換
言
、
ず
れ
ば
、
同
一
事
貨
の
尻
町
な
り
と
し
て
霊
前
ナ
る
事
に
よ
ワ
て
で
は

な
〈
し
て
)
、
直
接
に
看
取
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
者
し
、
交
換
方
程
式
実
の
も
の
に
よ
っ
て
そ
れ
に
合
ま

れ
た
未
知
数
の
或
る
も
の
の
値
が
算
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
交
換
方
程
式
は
成
立
す
る
の
が
営
然
で
め
る
か
ら
。

大
瞳
的
観
察
と
し
て
の
貨
幣
数
量
設
は
、
交
換
方
桂
式
を
手
が
か

b
に
一
定
の
因
果
関
係
を
買
謹
せ
リ
九
と
す
る

も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
支
の
際
交
換
方
程
式
自
身
は
、
考
察
の
基
礎
と
さ
れ
る
時
系
列
が
果
し

て
正
し
い
か
否
か
を
、
新
か
る
志
の
に
よ
っ
て
果
し
て
交
換
方
程
式
が
成
立
す
る
か
否
か
の
一
知
に
於
て
、
省
み

る
潟
め
の
、

一
臆
の
手
が
か
り
だ
り
得
る
に
、
過
ぎ
な
い
。
(
完
)


